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　 1 ．概要

　本研究は、核融合実験炉建家の 電気的障害の 防止 を目的と した電気絶縁鉄筋を検討 し、 その 電

気的絶縁性に関 して実験 を行な っ た もの で ある 。 実験は、電気絶縁鉄筋の
一

例 と して エ ポキ シ樹

脂塗装鉄筋を適用 し、 ア ル カリ溶液及びコ ン ク リ
ー ト中で の イン ピーダン ス測定試験及び絶縁破

壊試験 を行な っ た。 また 、 予想 され る劣化環境の試験 と して 、 機械的 ・電気的複合劣化試験 、 熱

的劣化試験及び化学的劣化試験 を行 な っ た 。 あわせ て コ ン ク リ
ー

トの付着性能試験 、 機械的継手

部 の 絶縁性能試験及び継手性能試験 も行な っ た 。 本研究 よ り、エ ポ キシ樹脂塗装 した電気絶縁鉄

筋は 、 鉄筋交差部の みを絶縁化 した従来の 方法に比べ
、 絶縁性能が大きく供用期間中に考えられ

る各種劣化環境 に於て も十分な絶縁性能が維持 され る こ とを確認 した 。

　 2．研究目的

　大型電気設備 を収納する構造物や イ ン テ リジ ェ ン トビ ル な どでは、図
一 1に示す様 に、雷や機

器設備か らの ノ イズが鉄筋 ・鉄骨 を経由して 拡散し、 過電圧耐性の小 さい 制御 ・計測機器等に侵

入 し、 これらを破壊 ・誤動作 させ る もの と 、 磁界変動に よ誘導電流や迷走電流に よ る鉄筋 ・鉄骨

の電食等が予想される。 また核融合などの 強磁場装置で は 、 磁場制御の ため に渦電流の 防止が必

要 とされ る。これ らの電気的障害対策として は、確実な接地、避雷設備の施工 と併せ て外部から

鉄筋へ の電流 の遮断と鉄筋間の電流の 遮断に

よる電気的絶縁対策が重要とな りつ つ ある 。

　本研究は 、 鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト構造物に従来

期待 して い る構造機能 の 他 に 、 表
一 1に示す

絶縁性能 を持つ 鉄筋に よ り、さら に電気的絶

縁機能 を持たせ る こ とを検 討 した もの で あ

る 。 また構造体の 電気 的モ デ ル化の た め の検

討 も行 なっ た 。 検討対象 と して は 実用 化 の 観

点か ら現在の 構造設計体系で設計で き、 しか

表一 1　 電気絶縁性能値 鉄筋定尺 ユ本当た りの 性能

（1）電食の抑制　　核融合環境下で は、〜1V・DC 程度の 電食電位を観測 して い る　　必要絶縁耐力　DCIOV

（2）ノ イズ の 経路 と して の 抑制　　∬SClOO3 （1976）及 び IE（｝801に よ る　　　2KV × （50　n 　S〜1
μ
S）×60Hz

（3）サ
ージ の経路 と しての抑制　　JEC　210（1981）及 びIEC−801に よ る　　　　　　 2KV −L2 × 50μ S

（4）絶縁 抵抗　　　　　　　　　　電気設備技術基準　第 14 条　低圧 電路の 絶縁　0，IMΩ以上

（5）絶縁耐力　　　　　　　　　　電気設備技術基準　第249 条　小勢力回路　　使用最高電圧 60V以下

　　　　　　　　　　　　第14 条　絶縁耐力試験電圧　　　　　　60V × LIXl ．15×15冪94V− 100V
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図 一2　EP鉄筋の イ ン ピーダン ス　図一 3
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　　 従来の絶縁方法の イン ピー
ダ ン ス

　 3 ．主 な絶縁性能試験結果

　 コ ン クリ
ー

ト中における絶縁性能は、図
一2 、3

に示すように鉄筋の交差部の み を絶縁材を介 して絶

縁 した従来の 絶縁方法は 、 湿潤状態で は 、 低 い イ ン

ピーダ ン ス を示すが 、 EP 鉄筋は配筋方法 、 乾湿状

態に関係な く大 きな絶縁性能を有する こ とを確認 し

た 。 耐熱 、 耐電圧特性 に つ い て も確認 して い る 。

　奚環境を模擬 した複合劣化試験 と して 、 EP 鉄筋

に繰 り返 し付着疲労 （長期許容応力度の 8〜8096、 1

〜100万回繰 り返 し〉および電気的劣化 （50Hz、±

50mV 矩形波、 10時間印加）を加えて 、 イン ピー
ダ

ン ス測定を行な っ たが、図
一4 に示すように複合劣

化の影響はほ とん ど認め られなか っ た 。

　また酎腐食性の検討の ため 、 EP 鉄筋の飽和水酸

化カ ル シ ウ ム 水溶液中で の直流通電試験 を行な い
、

水中の 軟鋼の
一
般的腐食速度 （0．1mm ／年程度）の

緬 倍の 徽 職 （455   ／ 年）に於て も十分な耐
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図
一 4　 複合劣化後の イン ピー

ダ ン ス

図
一5　EP鉄筋コ ン ク リ

ー
ト試験体

腐食性を持つ こ とを確認 した 。 同 じ通電試験後 に、付着強度試験 を行ない 最大付着応力度が 、 通

電無 しの EP 鉄筋に比べ 80％以上で ある こ とを確認 した 。 なお EP 鉄筋機械的継手に於て も、　 A

級継手性能と十分な絶縁性能を併せ持つ こ とを確認 した 。

　さらに建家の電気的 モ デ ル化の 可能性を検討するため図
一5 に示す試験体の イ ン ピー

ダン ス測

定 を行なっ た 。 どの鉄筋間で も、 鉄筋相互間の 影響の ためほぼ同 じイン ピーダ ンス値 を示 した 。

こ れ よ り鉄筋 コ ン ク リー ト構造体の電気的等価回路表現の 可能性 を見出 した 。

　 4．結論

　エ ポキシ塗装 した電気絶縁鉄筋は 、 従来の絶縁方法に比べ 絶縁性能が大きく、 供用期間中に生

じる と考えられる各種劣化環境に於て も十分 な絶縁性能を維持する こ とが明らかとな っ た。 本論

の電気絶縁対策は、高度情報化や計測 ・制御 シス テム の 高度化に伴い 、 イン テ リジ ェ ン トビル 、

磁気浮上式鉄道等の鉄筋コ ン クリ
ー

ト構造物の 電気絶縁対策に も適用で きる もの と考えられる。

本論文は、 「コ ン クリート ［学論文集」 、 Vol．3
，
No．1

，pp．65〜 76，
1992．1に掲載された もの である 。

一776一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


